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１．はじめに
　私たちが生活していく上でお金はなくてはならないものである。現在の子どもたちは、カードやインターネット、
携帯電話が普及し、欲しいものが安易に手に入る生活をしている。また、親の働く姿を見る機会や自ら働く機会が
減少し、働いて生計を立てる自覚や現実に即した職業観が持ちにくくなっているといわれる。お金の価値に関する
実感や生活感が薄れ、安易な購買行動や借入態度が広がっていけば、将来、生活力の乏しい大人や多重債務者にな
りかねない。そうならないためにも、小学生の頃からお金や金融の様々なはたらきを理解する必要があり、それを
養うのが金融教育である
２．小学校における金銭教育
　全国の小学校でどのような金融教育が行われているのかを調査［２］した。その中のいくつかの実践例をあげる。
　新潟県関川村立女川小学校では、４年生の授業で実践した。テーマは『お祝いで１万円をもらったらどう使うか』。
１万円を得る大切さを実感させる目的として、20分働いて10円を得る内職体験や、家計の様々な支出（１か月の電
気代や食事代等）にどれだけお金がかかっているかなどを事前に学ぶ。それを踏まえて「お金の大切さ」や「大切
なお金をどのように使ったらよいか」をみんなで話し合うというものだ。
　東京都東村山市野火止小学校では６年生の授業で実践した。移動教室の中で、家庭科の学習の一環として3000円
を限度におみやげを購入するというものだ。この授業から、商品の計画的な買い方を学ぶことができる。また、金
融教育を効果的に行うには児童たちを同じ条件下において取り組みを行うことが重要であるが日々の生活でそれを
行うのは難しい。移動教室やおみやげ購入という機会を利用して共通の条件の中で、買い物体験を含めた金融教育
を行うことができる。さらに、児童たちの持っている知識を授業中に意見交換することで、児童たちは様々な意見、
知識を獲得・共有できる。
　福岡県久留米市立小森野小学校では６年生を対象に実施した。「お小遣いは必要か？」をテーマに学級討論会を
行う。金銭の使い方を考え自らを価値判断する姿勢を育てることがねらいである。
　このように、様々な方法で金融教育に取り組んでいるということがわかる。
３．栖吉小学校における金融教育
　全国の小学校での金融教育を参考に、栖吉小学校の６年生への金融教育の授業を行った。授業内容を決める前に、
現在の栖吉小学校での金融教育の実態を知るため、学校を訪問し、校長先生と家庭科の先生に話を伺った。
［1］   この論稿は本学松崎陽子准教授の指導の下で行われた。学生による小学生を対象とした金融教育の実践報告である。こ
の機会を御提供いただいた、長岡市立栖吉小学校に感謝致します。
［2］   新潟県金融広報委員会
　　http://www3.boj.or.jp/niigata/kinkoui/kinkoui.html
　　知るぽると
　　http://www.shiruporuto.jp/teach/school/hajimete/hajimete210.html
　　http://www.shiruporuto.jp/teach/school/guide/guide201.html
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　現在、栖吉小学校では、金融教育は家庭科の授業で行っており、内容は主に買い物でのお金の使い方というもの
であった。話を伺うと、バスや電車に乗ることも少なく、銀行や郵便局に行ったことがない生徒もいるのではない
かということだった。現在の小学生はお金に触れる機会が少ないということが推測できる。
　これらの話を参考に私たちは、ゲームを通じてお金を使う・得る・預ける、の３つを体験できる、すごろく形式
のオリジナルゲームを作成した。５名ずつの６グループと銀行家２名に分かれ、資産1000ドルを元にゲームを始め
る。与えられた情報の中でお金を上手に活用し、資産を増やすにはどうするべきかをグループで話し合い、考えて
進めていくゲームである。
　ゲーム開始前に各グループにお店や施設の権利書が１枚渡され、無料で自分たちの資産になる。そして２つサイ
コロを振り、出た目の合計の数だけコマを進めることができる。止まったマスが他のグループが権利書を持ってい
る場所だった場合は、商品代金・利用代金として持ち主にお金を払う。スタートして１周すると誰も所有していな
いお店や施設の購入ができ、銀行にお金を預けることもできるようになる。また、１周するごとに生活費として100
ドルが貰える。というルールである。
　このゲームから学ぶ内容は、①お金や金融の動き、②貸借関係、③お店の権利購入で利益を上げる、④資産管理
である。①お金や金融の動きは、銀行の基本的機能について理解してもらうということだ。ただお金を預けること
だけでなく、出し入れができ、一定時に利子がついて返ってくる。②貸借関係は、お金を使う・得ることを体験し
てもらうことである。すごろくのマス目にはお店があり、持ち主がいるお店にコマが止まった場合、買い物代金と
して相手方に料金を支払うルールを取り、金銭の流れを知る。③お店の権利購入で利益をあげるは、いくつかの情
報の中からより良いものを選択する意思決定を養うというものだ。より収益性の高いお店や施設を購入し資金の増
加に繋げていく。④資金管理は、限られた予算のもとで、資産を増やす楽しさ、難しさを体得してもらうことである。
各グループに配布される金銭出納帳と資金管理簿を活用し、計画を立てながらゲームを進めていく。
　金融教育の実施は栖吉小学校６年生の２クラス、全２回行った。１回目を実施し、利子について詳しく知りたい
ということや、役割を明確にするなどと、改善点や反省点がいくつかあがった。それらを改善し、２回目を実施し
た。改善した点として、ルールを明記したプリントを各班に配る、５名６グループ銀行家２名を、７名４グループ、
銀行家２名、金庫番２名とする、利子について詳しく説明するなどがあった。ルールを明記したプリントは、１回
目に実施した際、ルールを把握していない生徒が多く、また、黒板にルールを表示しても誰も見ないということか
ら用意した。また、銀行家が２人では足りなかったということから新たに金庫番を増やした。利子については模造
紙に図を描いたものを新たに使い、詳しく利子について説明できるようにした。
　２回目の金融教育に私は参加した。生徒たちは想像以上に積極的にゲームに参加してくれた。やはり利子につい
ては知らなかったので１回目の反省を生かして作った模造紙の図が大変役立った。なじみのあるすごろく形式とい
うこともあり、ゲームが始まると生徒たちは次々にコマを進めていった。実践してみて、気になった点は、ゾロ目
が出るともう１度サイコロが振れるというルールだ。サイコロが手作りなので、あまり転がらないせいか、ゾロ目
を狙って置くようにサイコロを投げる生徒もおり、連続して何回もゾロ目が出るということがおきた。ここは、ゾ
ロ目は連続〇回までと決めるか、サイコロの性能を上げるかなど改善が必要であった。また、前回銀行家の人手が
足りなかったということで、新たに金庫番２名を追加したが、今度は銀行家の仕事がなくなるという事態に陥った。
銀行家は預金と権利書が担当だったので、ゲームがスタートして１周しないと仕事がこないのだ。その点を考えて
いなかったので今後は、銀行家・金庫番のあり方も改善が必要である。また、預金について、ゲーム終了時に銀行
に預けているお金に利子がつくというルールがある。それによって、ゲーム最後の１周で各グループが手元のお金
全額を預金して利子を得るという形になってしまった。これにも問題があったのではないかと考える。たとえば時
間で、何分以上預金していた人に利子がつくであったり、ラスト何週では預金はできないようにしたりするなどと、
なにか決まりがあるとよい。預金制度も見直しができると考えた。
４．課題と提言
　金融教育を実施して事前調査の必要性を大きく感じた。今回は金融教育を終えた後の事後アンケートのみであっ
長岡大学生涯学習センター『生涯学習研究年報』第５号（通巻第 14 号）
− 40 − − 41 −
たが、それだけでは、小学生がこの金融教育の授業を通してどれだけ金融の知識が増えたかがわからない。また、
事前調査として先生方から生徒たちの金融に対する理解の度合いを伺い、それを元にゲームを作成した。しかしそ
れらの意見は先生方の推測にすぎず、よりリアルな生徒の意見を聞くには直接生徒にアンケートをとることが必要
であったと考える。
　また、小学校と金融教育の関わり方について、金融教育は家庭科の一部や、生活科の一部などと、金融教育に対
して充分な時間が確保されていない。私たちは生活をしていく上で、お金とは切っても切れない関係にあるにも関
わらず充分な金融教育がされていないのが現状である。やはり金融教育の重要性をもっと理解し、子供の頃から金
融に関する充分な教育をしていくべきである。金融教育の方法を工夫し、今回実施したゲーム形式で行うなどと、
楽しみながら理解するということが子供たちには必要であると考える。また、小学校の教員だけでなく、専門家な
ども交えて全体でサポートしていくべきである。
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